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2025 年 9 月 25 日に開催されました、2025 年７月期決算説明会に対する、出席者の方又は個別にいただきま

したご質問は下記のとおりです。なお、記載内容につきましては、ご理解いただきやすいよう一部に加筆・修正をしておりま

す。 

 

Ｑ１．M＆Aはどの分野で検討を進めているのでしょうか？ 

Ａ１．国内外で複数の案件に取り組んでまいりましたが、そのうち二案件については具体的な検討が進んでいる段階に

入っています。一件は、食品分野等の事業を行っている企業であり、当社とのシナジーを期待できるだけでなく、

規模や企業体質の面において当社との親和性が高いと考えています。もう一件は医薬品関連事業を行う企業と

協議を進めています。 

 

Ｑ２．バイオスティミュラントの拡販プランを教えてください。 

Ａ２．主に二つの販路をもって拡販を進めてまいります。一つは当社が農家様に直接販売するプラン、そしてもう一つは

農水省補助事業※のパートナー企業である伊藤忠食糧社との連携を通じて販売するプランです。猛暑が厳しい

西日本を中心に、農地の約 3％に施用していただくことを想定し、3 年間で売上高 3 億円を達成することを目標

として拡販してまいります。 

※オープンイノベーション研究・実用化推進事業 

   

Ｑ3．万博出展の成果を教えてください。 

Ａ3．大阪ヘルスケアパビリオンのプレミアムパートナーとして協賛し、リボーン体験ルートのヘルスケアゾーン 1 に企業ブー

スを出展しております。ovoveilを主役として、科学と芸術を融合させた五感に響く展示で、タマゴの生命力を起

点とした当社のバイオ研究の魅力と成長性を訴求しています。開幕から現在までに 34 万人以上が当社ブースに

来訪され、来場者へのアンケート調査の結果、企業認知の拡大と好意度の向上に着実な成果が得られました。

また、テレビ、新聞、SNSなどのメディア掲載による広報効果に加えて、来賓対応を通して、イタリア、フランス、ス

ウェーデン、英国やマルタのアパレルブランドと交流し、ovoveilのサンプル提供や現地訪問での商談機会に繋がる

など、事業化の糸口となる成果が得られました。閉幕まで 3 週間を切りましたが、生活者への企業認知に加えて、

ビジネス交流の場として、広報・営業の両面で今後の企業活動に貢献する成果の蓄積に取り組みます。 
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